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『日本の食を支える
元気No.1農業』戦略

　高品質で商品価値の高い農産物を供給し，消費者から信頼されるベス
トパートナーとして日本の食を支える元気な茨城農業を確立します。

【戦略のねらい】

●茨城農業を支える担い手づくり

　市町村や関係団体と連携し，意欲と能力のある担い手として認定農業者※1や集落営農組織の確保・

育成を図るとともに，幅広い人材の新規就農を促進します。

　また，農地の有効利用に寄与する法人の参入を促進するなど，茨城農業を支える多様な担い手づく

りを推進します。

▲

別冊　基本計画【1章 3項 1節　1章 4項 1節　3章 3項 3節】

　今後とも，茨城農業が発展していくためには，農業改革を着実に推進し，

農業者や産地自らが，「つくれば売れる」から「喜んで食べてもらえるモノづ

くり」へ意識の転換を進め，量から質への転換を図るなど，長期的な視点に

立った取組が必要です。

　その上で，効果的な販売活動などを展開することにより，高い品質が評

価され，多くの消費者から信頼される元気な茨城農業の確立を目指してい

きます。

【施策展開の方向】

●高品質で商品価値の高い農産物づくり

　粒が大きく食味の良い米を生産するためのいばらき高品質米生産運動※2，ハウス等の施設や畑地か

んがいの導入による質の高い青果物産地づくり，銘柄農産物の生産拡大などを進めます。

　また，研究機関や食品産業との連携による消費者・実需者※3ニーズに対応した新品種や商品開発の

ための体制づくりを推進します。

▲

別冊　基本計画【1章 1項 1節　1章 3項 1,2節　1章 6項 1節】

※1　認定農業者
農業で一定水準以上の所得を得る計画を作成し，市町村の認定

を受けた農業者。

※2　いばらき高品質米生産運動
適期田植えや適正な水管理，土づくりなど稲作の基本技術を徹

底し，県産米の品質向上を図る運動。

※3　実需者
小売・卸売業者，加工業者，外食業者などのこと。
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（注）基本計画の関連する章・項・節です。
▼
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●消費者に安心して買ってもらえる仕組みづくり

　安全な農産物を求める消費者ニーズに応えるため，生産管理体制の強化や生産履歴記帳の徹底を図

るとともに，生産履歴・産地情報等を提供するいばらき農産物ネットカタログを充実するなど，本県

の美味しい農産物を消費者に安心して買ってもらえるシステムづくりを進めます。

▲

別冊　基本計画【1章 3項 3節　2章 2項 4節】

●「いばらき農産物」の販売促進とブランドづくり

　消費者・実需者ニーズに対応した生産から販売までの戦略を構築し，各種イベント・商談会等の開

催や，地産地消の展開と地域サポーターづくりなどを通して，本県農産物の販売促進のための体制づ

くりを進めます。

　また，いばらきの顔となる主要農産物の集中的なPRなどにより，消費者から認められる農産物のブ

ランド化を進めます。

▲

別冊　基本計画【1章 3項 2,3節　1章 6項 1,2節】
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本県の安心でおいしい農産物の生産情報を
インターネットで公開するシステム

No.

いばらき農産物ネットカタログ

管理運営委員会
●茨城県
●JA茨城県中央会
●JA全農いばらき
●（社）園芸いばらき振興協会

いばらき農産物
ネットカタログ

消費者 ・ 実需者

生産者

1
登録申請

審 査

公 開

東京本部

量販店

2
情報公開

4
販売促進

3
情報提供

アクセス
!

http://ibrk.jpこの
デザインが
目印です

活用
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『日本の食を支える元気No.1農業』戦略

【数値目標】

●農業産出額

※農業に対する施策の効果を総合的

に示す指標であり，農業産出額全

国第2位の奪還に向け，農業産出

額のさらなる増加を目指します。

現状値(H16)：4，203億円 目標値(H22)：4，300億円

●東京都中央卸売市場における県産農産物シェア(金額ベース)[5か年平均]

※県産青果物の市場での評価を示す

指標であり，東京都中央卸売市場

におけるシェアがトップを維持で

きる水準を目指します。

現状値(H16)：8．7％ 目標値(H22)：10．0％

●認定農業者数

※農業の担い手となる経営体の育

成状況を示す指標であり，主業農

家※1の認定農業者※2への誘導を進

め，主業農家に占める認定農業者

の割合が65％となる水準を目指

します。

現状値(H16)：6，519人 目標値(H22)：9，800人

※1　主業農家
農業所得が主で，1年間に60日以上農業に従事している65歳未

満の者がいる農家。

※2　認定農業者
農業で一定水準以上の所得を得る計画を作成し，市町村の認定

を受けた農業者。
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●県研究機関(農業分野)が開発した研究成果数[5か年平均]

※農業分野における研究成果の生産

現場での活用状況を示す指標であ

り，効率的な研究開発に努め，現

状値を上回る研究成果数を目指し

ます。

現状値(H16)：79件 目標値(H22)：90件

●いばらき農産物ネットカタログ登録集団数※3

※産地から消費者への情報発信の状

況を示す指標であり，県内園芸生

産集団(827集団)の約6割の登録

を目指します。

現状値(H16)：100集団 目標値(H22)：500集団

●本県産農産物販売指定店店舗数

※県産農産物の販売促進を図る拠点

づくりの状況を示す指標であり，

県内の量販店で180店，料理店

で20店，県外の量販店で110店，

料理店で10店を目指します。

現状値(H16)：115店舗 目標値(H22)：320店舗
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※3　いばらき農産物ネットカタログ
本県の安心でおいしい農産物の生産情報をインターネットで公

開するシステム。

No.




